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がん幹細胞は、自己複製能や治療抵抗性を持つため、治療標的として重要である。しかし、

がん幹細胞性の維持における、がん微小環境の役割は不明な点が多い。本研究では、がん関

連線維芽細胞（cancer associated fibroblasts: CAF）に着目した。 

CAF の培養上澄でヒト乳がん細胞を培養したところ、通常培地と比較して、スフェア形成

能の増加を認めた。CAF の分泌因子が、乳がん細胞の幹細胞性を増加させることが示唆さ

れた。がん幹細胞性に寄与する CAFの分泌因子を同定するために、単独培養の線維芽細胞

と、乳がん細胞と共培養した線維芽細胞の比較によるトランスクリプトーム解析を行った。

その結果、CAFで発現が増加した因子として、顆粒球コロニー刺激因子をコードする CSF3

を同定した。ヒト乳がん細胞の培地にG-CSFを加えたところ、スフェア形成能が増加した。

また、G-CSF 中和抗体によりスフェア形成能とマウスの移植腫瘍の増殖が抑制された。以

上より、CAFから分泌された G-CSFは、がん幹細胞性の制御因子である可能性が示唆され

た。 
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